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子ども体験塾わくわく☆ラボ「恐竜ロボットファクトリー」子ども体験塾わくわく☆ラボ「恐竜ロボットファクトリー」

　夏休みに、ゆとろぎにティラノサウルスやヴェロキラプトルがやってきました。　夏休みに、ゆとろぎにティラノサウルスやヴェロキラプトルがやってきました。
生きているかのように動く迫力満点のティラノサウルスたちが、子どもたちを歓迎しました。生きているかのように動く迫力満点のティラノサウルスたちが、子どもたちを歓迎しました。



うちの子って…

安心できる環境づくり

学習力

感覚

相談先
について

家庭で
できること

生活能力

性格

◆ 家庭・教育機関・地域の理解やサポート体制など
◆ 視覚的、聴覚的な補助、施設整備など

在籍校までご相談ください
ポジティブな関わり方

伝え方の工夫

特別な支援を必要とする 子どもたちの と

気になる行動や
反応はありませんか？

それぞれのお子さんに合った
接し方やサポートをすることが大事です

　お子さんのさまざまな行動や状況はお子さんが周囲を「困らせよう」としてやっているのではなく、
「何かに困っている」からなのかもしれません。
　成長のスピードや、成長の様子は一人ひとり異なります。それぞれのお子さんの特徴を踏まえ、そ
の子に合った接し方やサポートをしたり、環境を整えたりすることで、お子さんの困りごとを減らす
ことができます。

ご家庭のみでなく、様々な相談機関から情報を得ることで、
その子に合った接し方やサポートを見つけていきましょう

こだわり、
好み

身体的
特徴

理解 支援
いきいきとした学校生活を送ることができるよう、必要な支援や一人ひとりに応じた教育を推進します。子どもたちには、それぞれ違った個性があり、成長の様子もみんな違います。仲間とともに、
一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その可能性を最大限に伸ばすことをめざした教育です。羽村市教育委員会では、特別支援教育の充実に向けた取組を進めています。特別支援教育とは、

どうしたらよい？

連携連携

困ったときは相談して 教育機関における相談

就学に関する相談
（就学相談）

●教育相談室
　☎042-554-1223

●教育支援課
　特別支援教育係
　☎042-555-1111
　　（内線 359）

■子育て世代包括支援
　センター「羽っぴー」
　•羽村市子ども家庭支援
　 センター
　 ☎042-578-2882

　•子育て相談課
　 母子保健・相談係
　 ☎042-555-1111
　　（内線 692・693）

子育てに関する相談

●短い文章で、具体的に伝えましょう。
●絵（イラスト）や写真などで示しながら伝えましょう。
●1日の活動の流れや、予定の変更等については事前に伝え、見通しを
　もてるようにしましょう。

●できなかったことを叱るのではなく、できたことを褒めましょう。
●「それはダメ」と否定するのではなく、どうすると良いかを伝えましょう。

友達や周りの大人と
● 一方的に話すことが多い
● あまり人と関わらず、
　 一人遊びが多い

日常生活で
● 落ち着きがない
● 集中力がない
● ルールや約束事を守る
　 ことが苦手
● 支度や片付けが苦手
● 人混み、大きな音、光などの刺激が苦手
● 急な予定変更が苦手

● 言葉が出にくい
● 授業中に教室から飛び出してしまう
● 文字を書くことや読むことが難しい

運動や学習面で

お子さんの学校生活のこと、家庭
生活のことで心配なことがあった
ら、まず、学校に相談してください。
相談の内容により、専門スタッフ
の相談や支援が受けられるように
ご案内します。

●

2はむらの教育　3.9.1
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生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

　
　
　
　
　
☎
５
７
０-

０
７
０
７

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、

　
　
　
　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
で
は
、「
ゆ

と
ろ
ぎ
協
働
事
業
運
営
市
民
の
会
」
と
協
働
し

て
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

大
切
な
人
権
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
で
の
女
性
と
子
ど
も
の
今

　

女
性
や
法
律
問
題
に
詳
し
い
専
門
家
を
お
招

き
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
と
子
ど
も
に
起
き

て
い
る
困
難
に
つ
い
て
考
え
、
憲
法
・
民
法
を

は
じ
め
と
す
る
法
律
の
制
度
か
ら
、
そ
の
解
決

策
を
探
り
ま
す
。

日
時
…
９
月
５
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場
…
ゆ
と
ろ
ぎ 

講
座
室
１

講�

師
…
北
田 

真
理
さ
ん
（
杏
林
大
学
総
合
政

策
学
部
准
教
授
）

定 

員
…
30
名（
先
着
順
）

参
加
費
…
無
料

全
世
界
を
結
ぶ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…

そ
の
仕
組
み
と
利
用
を
知
る

　

21
世
紀
に
生
き
る
人
々
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
と

な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
と
、
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日 

時
…
９
月
25
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

会 

場
…
ゆ
と
ろ
ぎ

　
講
座
室
１

講�

師
…
葉
田 

善
章
さ

ん
（
放
送
大
学
教

養
学
部
准
教
授
）

定
員
…
30
名（
先
着
順
）　

参
加
費
…
５
０
０
円

寝
た
き
り
予
防
と
健
康
運
動

　

筋
力
低
下
と
寝
た
き
り
の
関
係
と
、
家
庭
や

職
場
で
の
チ
ョ
ッ
ト
し
た
運
動
の
工
夫
を
紹
介

し
ま
す
。

日 

時
…
９
月
26
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

会 

場
…
ゆ
と
ろ
ぎ 

講
座
室
１

講 

師
…
古
田 

裕
子
さ
ん
（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

定
員
…
30
名（
先
着
順
）

参
加
費
…
無
料

＊
各
講
座
の
申
し
込
み
方
法
＊

　

電
話
、
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
ゆ
と
ろ 

　
ぎ
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

受
付
終
了
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▲ 電子申請
サービス
QRコード

▲北田真理さん▲葉田善章さん

▲古田裕子さん

　

各
講
座
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
て
実
施
し
ま
す
。
ご
参
加
の
際
は
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

感
染
状
況
に
よ
り
延
期
・
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
延
期
・
中
止
の
場
合
は
市
公
式
サ

イ
ト
等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

の
際
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

郷
土
博
物
館
か
ら

紙
資
料
の
劣
化
と
修
復

【
問
合
せ
】
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
☎
５
５
８-

２
５
６
１

　
郷
土
博
物
館
の
所
蔵
資
料
は
、
羽
村
の
歴

史
や
昔
の
人
々
の
く
ら
し
を
解
き
明
か
す
研

究
や
展
示
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
文
書
や
絵
図
な
ど
の
紙
資
料
は
、
正
し

く
読
み
解
く
こ
と
で
多
く
の
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
紙
資
料
は
劣
化
に
よ
っ
て
活
用

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
紙
資
料
を
劣
化
さ
せ

る
代
表
的
な
要
因
を
二
つ
解
説
し
、
あ
わ
せ

て
修
復
の
方
法
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
一
つ
目
の
劣
化
要
因
は「
虫
食
い
」で
す
。

江
戸
時
代
頃
ま
で
の
紙
資
料
は
、
そ
の
多
く

が
和
紙
で
で
き
て
い
ま
す
。
資
料
に
よ
っ
て

は
小
麦
粉
な
ど
を
原
料
と
す
る
糊
が
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
和
紙
や

糊
を
虫
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
文
字
な

ど
の
情
報
が
失
わ
れ
た
り
、
資
料
が
破
れ
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
虫
食
い
の
被
害
を
受
け
た
資
料
を
修
復
す

る
方
法
に
は
「
裏
打
ち
」
や
「
リ
ー
フ
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
裏
打
ち

は
、
修
復
す
る
資
料
の
裏
面
に
極
薄
の
和
紙

を
貼
っ
て
補
強
す
る
方
法
で
す
。
一
方
リ
ー

フ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
紙
漉す

き
で
和
紙
を

作
る
技
術
を
応
用
し
、
紙
資
料
の
欠
損
し
た

部
分
へ
紙
の
繊
維
を
流
し
込
ん
で
ふ
さ
ぐ
方

法
で
す
。
紙
の
厚
み
が
変
わ
ら
ず
、
両
面
に

字
が
書
か
れ

て
い
る
資
料

の
修
復
も
可

能
で
す
。

　

二
つ
目
の

劣
化
要
因
は

「
化
学
反
応
」

で
す
。
明
治

時
代
以
降
に

日
本
に
製
造

技
術
が
導
入

さ
れ
た
洋
紙
に
は
、
イ
ン
ク
の
に
じ
み
を
防

ぐ
薬
品
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
薬
品
が
空
気
中
の
水
分
と
化
学
反

応
を
起
こ
す
と
、
紙
が
酸
化
し
ま
す
。
酸
化

が
進
行
し
た
紙
は
と
て
も
も
ろ
く
な
り
、
触

っ
た
だ
け
で
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

「
脱
酸
性
化
処
理
」
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
方
法
は
、
ア
ル
カ
リ
性
の
化
学
物

質
を
混
ぜ
た
液
体
に
紙
資
料
を
浸
す
こ
と

で
、
資
料
の
酸
を
中
和
す
る
と
い
う
仕
組
み

で
す
。
さ
ら
に
、
ア
ル
カ
リ
性
の
化
学
物
質

を
紙
資
料
に
少
し
残
す
こ
と
で
、
将
来
の
酸

化
を
予
防
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
方
法
以
外
に
も
、
紙
資

料
の
劣
化
と
そ
の
修
復
方
法
に
は
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
長
く
紙
資
料
を
活

用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
資
料
に
合
っ
た
修

復
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

▲ リーフキャスティングで修復した紙資料。
やや白い部分が修復した部分。
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図
書
館
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
　

図
書
館
で
は
毎
週
金
曜
日
に
、ご
登
録
い
た
だ

い
て
い
る
方
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
て

い
ま
す
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
は
、図
書
館
の
新

着
資
料
情
報
、お
は
な
し
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
予
定
、そ
の
他
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
手
軽
に
図
書
館
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
、図
書
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（https://w

w
w

.ham
ura-library.

tokyo.jp

）の
画
面
右
下
に
あ
る「
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
の
登
録
は
こ
ち
ら
か
ら
」を
ク
リ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
。

★�

市
制
施
行
30
周
年
記
念「
シ
リ
ー
ズ　
読
ん
で

学
ぶ
羽
村
市
②
」

　

図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
本
の
中
で
、羽
村
市

に
関
係
す
る
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

羽
村
市
の
史
跡
と
い
え
ば
玉
川
上
水
で
す
が
、

市
内
の
小
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
は
調
べ
た
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
玉
川
上
水
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る

本
を
紹
介
し
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、玉
川
上
水
の

成
り
立
ち
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 『
玉
川
上
水　

そ
の
歴
史
と
役
割
』羽
村
市
郷

土
博
物
館
／
編

◦『
玉
川
上
水
と
分
水
』　
小
坂
克
信
／
著

◦ 『
特
別
展　

玉
川
上
水　

三
五
〇
年
の
軌
跡
』　

羽
村
市
郷
土
博
物
館
／
編

◦『
お
り
た
た
ぶ
』　
こ
ん
ち
き
／
著　

※ 

高
校
生
が
お
り
た
た
み
自
転
車
で
各
地
を
旅

す
る
漫
画
作
品

　
（
第
１
巻
に
玉
川
上
水
に
関
す
る
記
載
あ
り
）

　　

こ
れ
ら
の
作
品
以
外
に
も
、図
書
館
で
は
玉
川

上
水
に
関
す
る
本
を
多
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
図
書
館
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
総
務
課
生
涯
学
習
推
進
係（
内
線
363
）

　

市
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術

文
化
の
振
興
を
目
的
に
、市
内

に
住
所
を
有
す
る
青
少
年
が
全

国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
場
合
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
金
と

し
て
保
護
者
に
交
付
し
て
い
ま

す
。

※ 

青
少
年
…
満
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
に
あ
る
方

対
象
と
な
る
大
会

　

国
、地
方
公
共
団
体
、公
益
財

団
法
人
ま
た
は
そ
の
加
盟
団
体

な
ど
が
主
催
す
る
全
国
的
な
規

模
お
よ
び
水
準
の
大
会
、国
際

大
会

補
助
対
象
者

　

全
国
大
会
な
ど
に
個
人
ま
た

は
団
体
で
出
場
し
、か
つ
、当
該

出
場
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
青
少
年
の
保
護
者

○ 

羽
村
市
を
含
む
地
域
を
対
象

と
す
る
東
京
都
大
会
、関
東

大
会
な
ど
の
予
選
を
経
て
出

場
し
た
も
の

○ 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
要
項

な
ど
で
規
定
さ
れ
た
標
準
記

録
な
ど
に
到
達
し
て
出
場
し

た
も
の

○ 

競
技
団
体
な
ど
の
推
薦
を
受

け
て
出
場
し
た
も
の

補
助
対
象
経
費

　

青
少
年
の
大
会
出
場
に
係
る

交
通
費
お
よ
び
宿
泊
費（
上
限

額
が
あ
り
ま
す
）

※ 

詳
し
く
は
、市
公
式
サ
イ
ト

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
青
少
年
の

保
護
者
を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

▲ 『玉川上水　その歴史と役割』
と『玉川上水と分水』

▲ 『 特別展　玉川上水
　三五〇年の軌跡』

▲ 『 特別展　玉川上水
　三五〇年の軌跡』

▲ 『おりたたぶ』

▲図書館
　メールマガジン
　登録用QRコード
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【
問
合
せ
】生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
354
）

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す

融
資
資
金
の
対
象
・
限
度
額

利
子
と
保
証
機
関
の
保
証
料
の

全
額
補
助

● 

高
等
学
校
等
に
入
学
す
る
生
徒
等
の
入
学
の
際
に

要
す
る
資
金
の
調
達
が
困
難
で
あ
る
保
護
者
。

※ 

高
等
学
校
、中
高
一
貫
校
の
後
期
課
程
、特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
、大
学（
短
期
大
学
）、高
等
専
門
学

校
、専
修
学
校
の
高
等
課
程
及
び
専
門
課
程
、サ
ポ

ー
ト
校
な
ど

●
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

● 

保
護
者（
父
母
等
）の
総
所
得
が
７5０
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と

● 

す
で
に
納
期
の
到
来
し
た
市
税
等（
給
食
費
を
含

む
）を
完
納
し
て
い
る
こ
と

● 

取
扱
金
融
機
関
が
指
定
す
る
保
証
機
関
の
保
証
を

受
け
ら
れ
る
こ
と

● 

入
学
資
金
に
関
し
て
同
種
の
融
資（
他
の
融
資
で
入

学
時
の
み
の
融
資
を
対
象
と
し
た
も
の
）を
受
け
て

い
な
い
こ
と

● 

融
資
資
金
の
対
象
は
、

入
学
手
続
と
同
時
に
学

校
に
入
金
す
る
入
学
金

（
料
）と
入
学
支
度
金
で

す
。
入
学
金（
料
）は
施

設
費
を
含
み
ま
す
。
入

学
支
度
金（
料
）は
、学

校
が
指
定
す
る
制
服

（
体
育
着
な
ど
を
含
む
）、

教
科
書
な
ど
の
経
費
で

す
。（
※
領
収
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。）

● 

入
学
金（
料
）の
限
度
額
は
1００
万
円
、入
学
支
度
金
の

限
度
額
は
20
万
円
で
す
。
た
だ
し
、入
学
者
が
複
数
い

る
場
合
は
、入
学
支
度
金
に
関
し
て
は
20
万
円
×
人

数
と
な
り
ま
す
が
、同
一
世
帯
に
対
す
る
限
度
額
は

入
学
金
も
含
め
12０
万
円
で
す
。

　

利
子
は
市
が
全
額
補
助
し
ま
す（
無
利
子
と
な
り
ま

す
。）。
融
資
に
は
保
証
機
関
の
保
証
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、そ
の
保
証
料
に
つ
い
て
も
、市
が
全
額
補
助

し
ま
す
。

　
高
等
学
校
や
大
学
な
ど
に
入
学
す
る
際
に
要
す
る
入

学
金
や
入
学
支
度
金
の
融
資
を
市
内
の
金
融
機
関
に
あ

っ
せ
ん
し
、
そ
の
融
資
に
対
す
る
利
子
等
を
全
額
補
助

し
ま
す
。

　
入
学
資
金
の
調
達
に
お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

～
羽
村
市
の
入
学
資
金
融
資
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
ま
し
ょ
う
～

学
校
給
食
費
の
納
入
は
お
忘
れ
な
く

～
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
～

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課
学
務
係（
内
線
35７
）

　

学
校
給
食
の
食
材
料
費
は
、保
護
者
の
皆
さ
ん
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
食
費
が
未
納
に
な
る
と
、食
材
の
購
入
に
も
影
響

が
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、残
高
不
足
な
ど
に
よ
り
未
納
と
な

っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、口
座
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、未
納
の
場
合
は
学
校
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す

の
で
、速
や
か
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
給
食
費
一
覧

　
小
学
校　

 

１
・
２
年
生
：
３
，８
７
０
円

　
　
　
　
　
３
・
４
年
生
：
４
，０
４
０
円

　
　
　
　
　
５
・
６
年
生
：
４
，２
１
０
円

　
中
学
校　
　
　
全
学
年
：
４
，７
５
０
円

引
き
落
と
し
の
際
に
は
、別
途
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

各
学
校
の
食
数
に
よ
り
、３
月
分
の
金
額
は
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
験
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
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羽
村
市
学
校
支
援
地
域
本
部
で
は
、
小
・
中

学
校
の
教
育
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
学
習
補
助
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
募
集
や
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
！

あ
な
た
も
「
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
と
き
に

で
き
る
こ
と
か
ら
！
」は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
主
な
活
動
内
容
～

教教  

育育  

随随  

想想

　

今
年
５
月
に
総
務
省
が
発
表
し
た
人
口
推
計
（
４
月
１
日
現
在
）
に

よ
る
と
、
２
０
２
１
年
の
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
の
人
口
は
前
年
よ
り
も

１9
万
人
少
な
く
１
，
４
９
３
万
人
で
40
年
連
続
の
減
少
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
～
東
京
で
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
～
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

し
、
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
羽
村
市
で
も
、
子
ど
も
の
人
口

は
ゆ
る
や
か
に
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
減
少
は
続
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
で
あ
る
私
が
小
学
校
へ
入
学
し
た

１
９
８
０
年
前
後
は
、
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
の
人
口
は
約
２
，

７
５
０
万
人
で
、
増
加
す
る
子
ど
も
の
人
数
に
合
わ
せ
て
羽
村
市
で
も

新
し
い
学
校
が
次
々
と
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
の
人
口

は
減
少
を
続
け
て
お
り
２
０
２
１
年
に
は
前
述
の
通
り
１
，
５
０
０
万

人
を
割
り
込
み
、
１
９
８
０
年
と
比
較
し
て
マ
イ
ナ
ス
40
％
強
と
な
っ

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
と
い
う
言
葉
を
な
ん
と
な
く
受
け
入
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
数
値
を
見
る
と
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
７
年

後
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
の
で
、
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る

な
ど
が
な
け
れ
ば
大
き
な
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
年
の
新

入
生
の
人
数
は
、
ほ
ぼ
正
確
に
予
測
す
る
事
が
可
能
で
す
。

　

私
た
ち
も
、
子
ど
も
の
人
口
減
少
と
い
う
現
実
か
ら
目
を
背
け
ず

に
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
形
で
の
学
校
の
統
廃
合
や
活
用
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
教
育
現
場
で
は
人
口
が
減
少
し
て
い
く
社
会
の
中
で
し
っ
か

り
と
未
来
を
見
据
え
た
改
革
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
一
人
一
台
端
末

（
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
）」
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
学

び
の
変
革
の
実
現
や
、
生
徒
・
児
童
の
側
に
立
っ
た
「
個
別
最
適
な
学

び
」
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
大
切
に
し
た
教
育
の
実
践
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
各
小
・
中
学
校
教
員
の
皆
さ
ん
は
一
丸
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
激
し
く
変
化
す
る
時
代
の
中
、
未
来
の
社
会
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
改
革
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
の
で
す
。

永 

井 

英 

義

教
育
委
員
会
委
員

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課
指
導
係（
内
線
3７6
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●�

各
種
行
事
の
受
付
、
学
校
内

の
環
境
整
備

●�

校
外
学
習
に
お
け
る
引
率
手

伝
い
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

な
ど

●
一
中
校
区
学
校
支
援
地
域
本
部

　
（
羽
村
第
一
中
学
校
内
）

　

☎︎
０
４
２-

５
５
４-

２
０
１
２

　
火
曜
・
金
曜　
午
前
９
時
～
12
時

　
担
当　
若
松

●
二
中
校
区
学
校
支
援
地
域
本
部

　
（
羽
村
第
二
中
学
校
内
）　

　

☎︎
０
４
２-
５
５
４-

２
０
４
１

　
月
曜
・
金
曜　
午
前
９
時
～
12
時

　
担
当　
川
津

●�

三
中
校
区
学
校
支
援
地
域
本
部

　

 （
羽
村
第
三
中
学
校
内
）

　

☎︎
０
４
２-

５
５
５-

５
１
３
１

　
火
曜
・
木
曜　
午
前
９
時
～
12
時

　
担
当　
嘉
陽

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

●�

伝
統
文
化
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ

の
指
導

●�

職
業
体
験
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
講
師
　
な
ど

学
校
補
助
員

●�

授
業
中
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
へ
の
個
別
の
声
掛
け

●�

長
期
休
業
中
に
お
け
る
補
習

の
サ
ポ
ー
ト
　
な
ど（
教
員

資
格
要
）
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教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111

羽
村
市
文
化
協
会Ｔ

Ｅ
Ｌ 

５
７
９
ー
２
７
７
２

羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、市の文化を推進していくための団体です。

■�第84回ゆとろぎサロンコンサート【入場無料】
　9月25日㈯　正午～12時45分
　会場：小ホール
　定員：100名（先着順）
　出演：ハイブリッドジャズオーケストラ・スペシャルジャズユニット　

※  新型コロナウイルス感染症の状況によっては中止、規模縮小となる場合があります。
　 感染症拡大防止のために記帳、検温、消毒など新型コロナウイルス感染症対策にご協

力をお願いします。

　10月～11月に実施を予定していた「第52回羽村市文化祭」は、文化祭運営会議において、「新型コロナ
ウイルス感染症が拡大し近隣市も文化祭を中止としている現状であり、危険をおかしてまで実施せず、中
止の判断をしたい」との報告を受けたことから、参加者並びに来場者の皆さんの健康と安全を最優先とす
るため、中止とすることを決定しました。

問合せ　�第52回羽村市文化祭実行委員会事務局（生涯学習センターゆとろぎ内）
　　　　☎ 570-0707

■�第52回羽村市文化祭は、中止とすることが決定しました

■生涯学習、趣味・文化サークル紹介相談
　9月25日㈯　13時～16時
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